
文京区優秀賞一覧

明るい選挙啓発ポスターコンクール審査結果
同コンクールは、「明るい選挙」の推進と若年層への啓発を兼ねて、毎年行っています。

作品は、これから作成するリーフレットなどに活用する予定です。

応募者：区内の小・中・高校生
応募総数：212点
ポスターコンクール協力校（感謝状の贈呈）：
　文京区立窪町小学校、文京区立第十中学校、
　貞静学園高等学校、都立工芸高等学校
・区の審査：最優秀賞１点、優秀賞：20点、入選：11点
・東京都と全国（中央）の審査：
　東京都最優秀賞１点、優秀賞２点、入選６点
　都から計９点を全国審査へ推薦

東
京
都
優
秀
賞

（都立工芸高等学校）
大倉　有紗さん

東
京
都
入
選

（文林中学校）
小原　智美さん

東
京
都
入
選

（都立工芸高等学校）
清水　葵さん

東
京
都
入
選

（都立工芸高等学校）
御神本　百香さん

文
京
区
最
優
秀
賞

東
京
都
入
選

（第九中学校）
伊藤　明音さん

東
京
都
優
秀
賞

（都立工芸高等学校）
大塚　うららさん

東
京
都
入
選

（都立飛鳥高等学校）
鈴木　皓斗さん

東
京
都
入
選

（都立工芸高等学校）
川畑　希羽さん

（都立工芸高等学校）
江渡　茜さん

東
京
都
最
優
秀
賞

み
ん
な
の
い
い
ね
♪
賞
※�

都
民
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

投
票
に
よ
る
選
考

文京区明るい選挙推進協議会

文 京 区 選 挙 管 理 委 員 会

〒112-8555 文京区春日1-16-21
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第　81　号
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文京区優秀賞一覧

明るい選挙啓発ポスターコンクール審査結果

地
区
別
座
談
会
を
２
か
所
で
開
催

　

今
年
は
「
若
年
層
へ
の
啓
発
」
を

主
な
テ
ー
マ
と
し
、
明
る
い
選
挙
推

進
委
員
の
方
々
に
加
え
、
学
生
団
体

ｉ
ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
と
Ｖ
ｏ
ｔ
ｅ 

ａ
ｔ 

Ｃ
ｈ

ｕ
ｏ
‼
の
若
い
方
々
に
も
参
加
い
た

だ
き
、
様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
家
庭
内
で
政

治
や
選
挙
の
話
を
す
る
こ
と
が
重
要
」

「
地
域
内
で
、
も
っ
と
若
い
人
た
ち

と
交
流
す
る
場
が
あ
る
と
い
い
」
と

の
意
見
や
、「
若
い
方
々
の
意
見
を
受

け
て
、
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
選
挙
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
み
た
い
」
と
の
声
も

あ
り
、
年
代
の
違
う
方
々
で
有
意
義

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和７年11月４日区民センターでの一コマ

管
外
視
察

　

昨
年
は
実
施
を
予
定
し
て
い
た
時
期

に
衆
議
院
議
員
選
挙
が
あ
っ
た
た
め
、

１
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
（
火
）、
千
代
田
区
に
あ

る
国
会
議
事
堂
（
衆
議
院
）
と
江
東
区

に
あ
る
中
央
防
波
堤
埋
立
処
分
場
に
総

勢
40
人
の
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
等
で

視
察
し
ま
し
た
。

　

衆
議
院
の
参
観
で
は
、
天
皇
陛
下
が

お
休
み
に
な
ら
れ
る
「
御
休
所
」
を
は

じ
め
、
本
会
議
の
開
か
れ
る
印
象
的
な

「
衆
議
院
議
場
」、
様
々
な
意
匠
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
貴
重
な
建
築
美
な
ど
、

議
会
政
治
の
歴
史
そ
の
も
の
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

埋
立
処
分
場
で
は
、
廃
棄
物
や
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
の
現
状
、
処
分
場

の
延
命
化
や
ご
み
の
減
量
へ
の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
後
、
バ
ス
に
乗
車
し
、

ご
み
の
種
類
別
の
処
理
施
設
や
海
面
処
分
場
な
ど
を
施
設
ガ
イ
ド
の
方
の
説

明
と
と
も
に
見
学
し
ま
し
た
。
見
晴
ら
し
の
い
い
場
所
で
降
車
し
、
広
大
な

埋
立
地
を
間
近
で
眺
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
管
外
視
察
も
と
て
も
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

文京区入選受賞者（敬称略）
小学生の部

学校名 学年 氏名
お茶の水女子大学附属小学校 3 渡邉　碧人
東洋英和女学院小学部 2 中村百合香
窪町小学校 3 吉田　　華
窪町小学校 4 押尾　政宗
本郷小学校 5 竹前友梨果

中学生の部
学校名 学年 氏名

第十中学校 2 小早川　櫻
第十中学校 2 篠　　芽佳
第十中学校 2 新田　奈々
第十中学校 2 西村　美伶
茗台中学校 2 麻生　美都
第八中学校 3 沼田　紗希

（金富小学校）
福村　珠月さん

（本郷台中学校）
宮島　玲子さん

（本郷台中学校）
下瀬　佳央さん

（都立工芸高等学校）
德田　彩那さん

（都立工芸高等学校）
小泉　京吾さん

（都立工芸高等学校）
佐藤　ひかりさん

（都立工芸高等学校）
鈴木　蒼さん

（都立工芸高等学校）
須藤　恵太さん

（都立工芸高等学校）
髙井　美空さん

（都立工芸高等学校）
蜂谷　百花さん

（都立工芸高等学校）
穂苅　果宝さん

（都立工芸高等学校）
小早川　美釉さん
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将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
選
挙
権
を
得

た
と
き
に
、
積
極
的
に
投
票
所
へ
足
を
運
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
選
挙
に
関
す
る
参
加
・

体
験
型
の
授
業
を
、
学
校
か
ら
の
依
頼
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
選
挙
と
同
じ
素
材
で
作
ら
れ
た
投

票
用
紙
を
使
用
す
る
な
ど
、
ほ
ぼ
忠
実
に
再

現
さ
れ
た
中
で
、
投
票
か
ら
開
票
ま
で
の
流

れ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
、
実
際
に
出
前
授
業
・
模
擬
選
挙
を

体
験
し
た
生
徒
か
ら
は
「
今
ま
で
は
あ
ま
り

感
心
や
知
識
が
な
く
、
18
才
に
な
っ
て
も
選

挙
す
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

今
で
は
選
挙
に
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
」「
本

物
の
選
挙
に
行
っ
た
か
の
よ
う
な
体
験
が
で

き
て
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
」「
今
回
体
験

し
て
、
１
票
の
重
さ
に
つ
い
て
実
感
し
ま
し

た
。
自
分
の
１
票
で
も
、
世
界
が
動
く
気
が

し
た
の
で
、来
年
は
選
挙
に
行
っ
て
み
た
い
」

「
若
者
の
投
票
率
が
下
が
っ
て
い
る
の
は
、

投
票
方
法
が
難
し
い
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、
す
ご
い
簡
単
で
行
き
や
す
い
」
な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
実
施
（
予
定
）
校

中
学
校
：�

区
立
第
一
中
学
校
・
区
立
第
六

中
学
校
・
区
立
茗
台
中
学
校
・

区
立
音
羽
中
学
校

高
等
学
校
：�

私
立
獨
協
高
等
学
校
・
筑
波
大

学
附
属
大
塚
特
別
支
援
学
校

選
挙
出
前
授
業

�

・
模
擬
投
票

ろ
び
ー

　

町
会
の
方
の
紹
介
で
立
会
を
始
め
て

数
年
後
、
令
和
６
年
よ
り
「
明
る
い
選

挙
推
進
委
員
」
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩

方
を
見
習
い
学
ぶ
事
が
多
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

一
つ
は
挨
拶
で
す
。
投
票
を
さ
れ
て

帰
ら
れ
る
方
の
姿
に
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
の
会
釈
を
見
て
、
初
め
は
一

緒
に
言
っ
た
ほ
う
が
良
い
の
か
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
い
つ
し
か
自
然
に
声
を
出

し
て
立
会
人
同
士
で
ハ
モ
っ
て
い
る
よ

う
な
光
景
も
あ
り
ま
し
た
。

　

寒
暖
差
の
激
し
い
今
日
で
は
投
票
に

お
越
し
い
た
だ
く
方
々
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
近
年
お
子
様
連
れ
の
ご

家
族
が
多
く
、
特
に
お
子
様
は
ご
自
分

で
投
票
箱
に
入
れ
た
い
と
思
う
行
動
に

対
し
、
今
ま
で
は
ご
両
親
の
方
へ
「
お

子
様
と
一
緒
に
手
を
添
え
て
投
票
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
声
を
か
け
て
お
り
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
ご
両
親
の
方
が
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
、「
十
八
歳
に

な
っ
て
か
ら
投
票
し
ま
し
ょ
う
ネ
」
と

諭
す
言
葉
に
「
う
ん
」
と
頷
く
お
子
様

を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
で
お
子
様
を
通
し
て
啓

発
が
少
し
ず
つ
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
形

を
変
え
て
浸
透
し
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
「
明
る

い
選
挙
推
進
委
員
」
を
続
け
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

駒
込
地
区

安
達　

良
子

　

令
和
７
年
11
月
２
日
・
３
日
に
行
わ
れ
た
東
洋
大
学
学

園
祭
（
白
山
祭
）
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
衆
議
院
議
員
選
挙
の
時
期
と
重
な
り
、
参
加
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
２
年
ぶ
り
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

屋
内
の
特
設
ブ
ー
ス
に
て
、
選
挙
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ

や
模
擬
投
票
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ー
ス
の
外
で

は
選
挙
管
理
委
員
、
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
、
事
務
局
職

員
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
際
、め
い
す
い
君
の
着
ぐ
る
み
に
興
味
を
持
っ

た
親
子
連
れ
の
方
や
学
生
か
ら
「
一
緒
に
写
真
撮
っ
て
い

い
で
す
か
」「
何
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
？
」と
声
を
か
け
ら
れ
、

今
年
も
め
い
す
い
君
は
大
人
気
で
し
た
。

　

特
設
ブ
ー
ス
に
は
親
子
連
れ
の
方
や
学
生
さ
ん
、
外
国

の
方
な
ど
様
々
な
方
々
が
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
ク
イ
ズ
や
模
擬
投
票
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
文

京
区
が
投
票
率
１
位
で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
」「
一
人
の

一
票
は
大
切
だ
と
思
う
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

東
洋
大
学
学
園
祭（
白
山
祭
）で
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て
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《
編
集
委
員
》

窪
寺　

杏
子
・
宇
賀
治
み
や
子
・
藤
井　

一
郎

田
中　

輝
夫
・
石
川　

良
宣
・
山
菅　

佳
奈

武
田　

文
夫
・
富
所
由
紀
子
・
安
達　

良
子

�

（
地
区
順
）

印刷物番号　M0125009

選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

�

（
３
月
２
日
現
在
）

�

男
性　
　
８
７
、７
６
７
人

�

女
性　
　
９
９
、５
５
３
人

�

合
計　
１
８
７
、３
２
０
人

　

二
〇
二
五
年
は
、

日
本
の
民
主
主
義
に

と
っ
て
大
き
な
節
目

の
年
と
な
り
ま
し

た
。
女
性
と
し
て
初
め
て
首
相
が
誕
生
し
、

社
会
の
在
り
方
が
確
実
に
前
進
し
た
一
年
で

し
た
。
一
方
で
、
米
を
は
じ
め
と
す
る
物
価

高
騰
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
重
く
の
し
か

か
り
、
政
治
の
責
任
と
役
割
が
改
め
て
問
わ

れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
十
八
歳
の
有
権

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
票
へ
の
感
謝
の
言
葉

は
、
選
挙
が
未
来
へ
の
参
加
で
あ
る
こ
と
を

強
く
示
し
て
い
ま
す
。
選
挙
管
理
に
携
わ
る

者
と
し
て
、
す
べ
て
の
声
が
公
正
に
届
く
環

境
を
守
り
続
け
る
決
意
を
新
た
に
し
、
国
民

一
人
ひ
と
り
が
政
治
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

社
会
の
実
現
へ
向
け
、
次
の
時
代
へ
と
確
か

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
山
菅　

佳
奈　

記
）

   

令
和
７
年
11
月
24
日
（
月
・
振
休
）

文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル　
小
ホ
ー
ル
で
開
催

　

第
一
部
は
、
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
の
伊
藤

聡
子 

氏
を
講
師
に
迎
え
、
ご
自
身
の
体
験
や
見

識
を
交
え
な
が
ら
、
投
票
に
行
く
大
切
さ
、
自

分
の
意
見
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
軸
に
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
出

演
経
験
や
ご
自
身
が
取
材
し
た
か
ら
こ
そ
感
じ

取
れ
た
考
え
や
知
見
を
、
事
例
や
デ
ー
タ
を
用

い
て
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
わ
か
り
や
す

い
講
演
で
、
す
ー
っ
と
頭
に
沁
み
込
ん
で
き
ま

し
た
。」「
伊
藤
先
生
の
若
者
の
政
治
関
心
動
向

の
話
や
、
高
齢
化
、
子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る

様
々
な
事
例
紹
介
の
話
は
と
て
も
新
鮮
で
面
白

か
っ
た
で
す
。」
と
感
想
を
い
た
だ
き
、
大
変
ご

好
評
で
、
あ
っ
と
い
う
間
の
75
分
間
で
し
た
。

　

第
二
部
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長　

林 

大
介　

氏
を
中
心
に
、
異
な
る
若
年
層
啓
発
グ

ル
ー
プ
に
所
属
す
る
３
人
の
登
壇
者
と
第
一
部

講
師
の
伊
藤 

聡
子 

氏
を
交
え
て
、「
～
Ｓ
Ｎ
Ｓ

時
代
の
若
者
と
選
挙
～
」
と
題
し
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

選
挙
で
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る

昨
今
、
若
年
層
が
抱
え
る
想
い
や
情
報
の
取
捨

選
択
に
つ
い
て
、
各
々
が
も
つ
考
え
を
述
べ
、

若
年
層
啓
発
グ
ル
ー
プ
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
き
た
い
か
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

来
場
者
の
皆
様
も
、
選
挙
啓
発
、
若
者
の
政
治

参
画
、
情
報
の
選
び
方
へ
の
話
に
、
普
段
聞
く

こ
と
の
出
来
な
い
各
団
体
等
の
様
々
な
意
見
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
若
年
層
の

選
挙
へ
の
意
識
低
迷
や
政
治
へ
の
無
関
心
さ
と

併
せ
て
、
選
挙
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な

使
い
方
、
そ
こ
で
得
た
情
報
の
正
確
性
の
有
無

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
政

治
だ
け
で
な
く
、
日
常
か
ら
自
分
の
意
見
を
も

つ
こ
と
が
大
切
だ
と
伊
藤
氏
か
ら
助
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
若
年
層
の
政
治
参
画
や

選
挙
啓
発
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
必
要
不
可
欠
に
な
る

と
い
う
声
や
、
だ
か
ら
こ
そ
実
際
に
顔
を
合
わ

せ
て
話
し
合
う
機
会
も
か
な
り
重
要
に
な
る
と

い
う
声
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
盛

況
の
中
で
の
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

林　
　

大
介 

氏

（
模
擬
選
挙
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
／
東
洋
大
学

福
祉
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
部
社
会
福
祉
学
科
准
教
授
）

パ
ネ
リ
ス
ト

古
橋　

達
也 

氏�

（
学
生
団
体
ｉ
ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
） 

木
村　

里
歩 

氏
�

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｄ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｏ
）

藤
田　

星
流 
氏

�
（
Ｖ
ｏ
ｔ
ｅ 

ａ
ｔ 

Ｃ
ｈ
ｕ
ｏ
‼
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

伊
藤　

聡
子 

氏�

（
第
一
部
講
師
）

【
第
一
部
】
基
調
講
演

講
師
：
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー

　
　
　

事
業
創
造
大
学
院
大
学
客
員
教
授

�

伊
藤　

聡
子 

氏

『
未
来
を
創
る
一
票
の
力
』

【
第
二
部
】

若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム 

�

～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
若
者
と
選
挙
～

よくわかる政治と選挙のはなし（白ばらセミナー）

東
京
都
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
・

永
年
功
労
者
表
彰

　

令
和
７
年
11
月
21
日
（
金
）、
令
和
７
年
度
東
京

都
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
が
東
京
都
府
中
市
の
「
府

中
の
森
芸
術
劇
場 

ど
り
ー
む
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
文
京
区
か
ら
は
20
年
表
彰
を
２
名
、
10

年
表
彰
を
１
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
講
演
で
は
、
読
売
新
聞
東
京
本
社 

論

説
委
員
の
湯
本
浩
司
氏
か
ら
「
不
確
か
な
連
立
政
権

の
行
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
昨
年
発
足
し
た
高
市

内
閣
の
今
後
に
つ
い
て
や
、
こ
こ
で
し
か
聞
け
な
い

よ
う
な
政
治
の
裏
話
な
ど
興
味
深
い
話
題
に
皆
さ
ん

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
永
年
に
わ
た
る
ご
尽
力

と
ご
活
躍
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

明
る
い
選
挙
推
進
運
動
永
年
功
労
者

《
20
年
表
彰
》

・
礫
川
地
区　

和　

田　

サ
ワ
ノ　

委
員

・
音
羽
地
区　

松　

田　

悦　

子　

委
員

《
10
年
表
彰
》

・
大
塚
地
区　

市　

川　

秀　

子　

委
員

第81号 白ばらは明るい選挙のシンボルマークです 2026年（令和8年）3月10日


